（様式第１号）

ひょうご木の匠登録申請書

令和　　年　　月　　日

兵庫県知事　○○　○○　様
　　　　　　　　　　 　　　 申請者

　　　　　　　　　　　　　 （名称）○○会社 ○○○○工務店
　　　　　　　　　　　　　 （代表者職・氏名）○○○○○ ○○○○
　　　　　　　
　ひょうご木の匠として登録を受けたいので，ひょうご木の匠登録制度実施要綱第４条の規定に基づき，関係書類を添えて申請します。
記

１　申請者
	工務店名
	○○会社 ○○○○工務店

	代表者職・氏名
	○○○ ○○○○

	所　　在　　地
	〒650－×○○×
○○市○○町○○○丁目○番○号

	電　話　番　号
	○○-○○○-○○
	Ｆ Ａ Ｘ 番 号
	○○-○○○-○○

	ﾒｰﾙ(E-mail)ｱﾄﾞﾚｽ
	○○○○

	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
	○○○○

	申請担当者職氏名
	○○部○○課（チーム） ○○○○


　

２　添付書類（添付した書類に☑を入れてください）

☑　登録基準調査票 (様式第１号 - 別紙)　

☑　建設業法第３条第１項の規定による許可に係る通知書の写し１部

若しくは同項の規定による許可を受けたことを証する書類の写し１部

☑　誓約書（様式第２号）１部　
（別紙1/3）

登録基準調査票
１　直近３年間の関係法令の違反歴
	関係法令の違反歴

（過去３年間）
	無　　　　・　　　　有


（注）関係法令：建築基準法・建築士法・建設業法等
２　構造計算を行うなど性能が明確な木造住宅の供給体制の内容
	住宅性能の評価方法
	・(顧客の要望があれば,)H市○の（株）○○確認サー
ビス、○○住宅センターなど住宅性能評価機関に依
頼して性能評価を受けることとしている。（を受け
ており、宅性能評価書を取得した住宅を年間○件、
供給している。）
・ ○○との名称を冠し、長期優良住宅を標準仕様とし
た住宅を提供している。

	構造計算の実施方法
	・(顧客の要望があれば)自社で擁する１級建築士○○
が構造計算を行う。
・○○プレカット工場や○市の○○建築設計事務所に依
頼して構造計算を行う。

	県産木材の調達方法
	・原産地を記載した納品伝票を素材生産業者や原木市
場、製材工場から引き継いでいる○○販売店から納材
・県産木材であることを確認できる○○販売店や○○製
材工場から納材
・○市○の山林等の立木を直接買い付け、自社で製材

	県産木材の証明方法
	・兵庫県木材業協同組合連合会の証明制度を活用


	自社独自の取り組み
	・（○○大学等と連携して開発した）○○工法（○○シ
ステム）を採用し、○○性能（省エネ性能）○級相当の
住宅を供給している。


　（注）安心で安全な県産木材利用木造住宅をどのように提供し又は提供するかについて記載。
（別紙2/3）

３　県産木材の利用が低位な部材に県産木材を利用する技術等の内容
	梁・桁等の利用方法
	・○○が作成した「スパン表」を活用して梁や桁等に無垢の県産木材製品を使用
・○○の試験機関で検査を受けた強度等が明確な桁を使用
・○○が開発した簡易な強度測定装置で強度を確認した
（機械等級区分構造用製材の認定を受けたJAS 認定工場○○センターで生産される）製品を梁に使用
・合わせ梁工法を採用し既存の製材品を梁や桁等に使用
・小中径材の丸太を治具で接合した工法を○や○に使用
・○○所が製造する県産材を使用した集成材（構造用合板）を梁（内装材や下地材）に使用
・製品保管庫に○年程度寝かし、十分乾燥させた材を使って、○○など仕口や継ぎ手に工夫を凝らした技術を活かし梁や桁に県産木材を使用

	自社独自の取り組み
	・屋根パネルや○○○等の新たな製品を開発し、積極的に県産木材を利用
・県産スギ材を○○加工して耐摩耗性の高い、（意匠性に優れた）内装材を使用して、積極的に県産木材を利用
・○○の認定を受けた県産木材の準不燃材や不燃処理した○○を○○に使用して、県産木材の用途を広げている。


　（注）使用木材のうち県産木材の利用率を向上させる技術や取り組みについて記載。

４　県産木材利用木造住宅建築計画

	区　　　分
	現状
	1年目
	2年目
	3年目
	計

	年間住宅建築棟数
 (A)
	１０棟
	１０棟
	１１棟
	１２棟
	３３ 棟 

	上記(A)のうち県産木材利用木造住宅
建築棟数 (B)
	１棟
	２棟
	３棟
	３棟
	８ 棟 

	割  合   (B) / (A)
	１０％
	２０％
	２７％ 
	２５％
	２４％ 


 (注1）県産木材利用木造住宅とは、木材使用量のうち県産木材の使用量が50%以上の住宅

(注2）年間住宅建築棟数欄には、木造、非木造の住宅建築棟数を記載する。

(注3）計画期間中に県産木材利用木造住宅の建築棟数は増加すること。

５　県産木材使用量増加計画
	区　　　分
	現状
	1年目
	2年目
	3年目
	使用量

伸び率

	工務店における
県産木材年間使用量
	（Ａ）
１０㎥
	２０㎥
	３０㎥
	（Ｂ）
３０㎥
	（Ｂ）/（Ａ）

３００％　  


(注）計画期間中に県産木材の使用量が概ね20㎥程度増加すること
（別紙3/3）

６　消費者への県産木材に関する情報提供
	これまでの取り組み実績

	・毎年○回 お客様を山の伐採現場から製材工場、モデル住宅に至る一連の木材
の流れを探訪する生産現場見学ツアーを開催し、県産木材の良さや利用の意義
をＰＲ
・春と秋の住宅展示会の際、県産木材の良さや利用の意義を○○を使ってＰＲ。
・自社のウエッブサイトで県産木材を使用した住宅の建築状況やその良さをＰＲ
・県産木材を使用した住宅を新聞折込チラシや○○で積極的にＰＲ
・住宅に使用した県産木材をカットモデルなどで積極的に表示してＰＲ
・地域のイベントや住宅相談会等で県産木材の良さをPR する○○資料を配布


	今後3年間の取組

	　1年目
	・春と秋の住宅展示会の際、県産木材の良さや利用の意義を○○を使ってＰＲ。
・地域のイベントや住宅相談会等で県産木材の良さをPR する○○資料を配布


	　2年目
	・自社のウエッブサイトで県産木材を使用した住宅の建築状況やその良さをＰＲ
・地域の○○など都市農村交流イベントや住宅相談会等で県産木材の良さをPR する○○資料を配布


	　3年目
	・毎年○回 お客様を山の伐採現場から製材工場、モデル住宅に至る一連の木材の流れを探訪する生産現場見学ツアーを開催し、県産木材の良さや利用の意義をＰＲ
・春と秋の住宅展示会の際、県産木材の良さや利用の意義を○○を使ってＰＲ。



　 (注1）産地見学会や住宅セミナー等を開催するなど消費者に対して県産木材に関する情報を積極的に提供してきた実績と、今後の取組を記載する。

(注2）今後3年間の計画を具体的に記載する。
　　
